
平成30年度事務事業進行管理表(事務事業計画・予算管理)
１ 事業概要 課等No. 12 事業No. 111

事務事業名 地域療育事業
会計 一般会計

事業区分 政策 実施区分 継続
担当課等名 子育て支援課 開始 H11 終了  

根
拠

主要区分 主 記号 計画等名称

戦略計画
   
   
   

分野別計画
○ 地域福祉計画
  
  

法令・例規等
 児童福祉法
 障がい者総合支援法
  

事業目的
対象 飯田、下伊那に住む障がい児

意図 障がい児や保護者の抱える、障がいや発達の遅れなど固有の問題や悩みを軽減します。

２ 事業内容

事務事業を進める
上での課題認識

(前年度評価)

障がいを疑われる子ども及び発達の遅れなどに悩みを抱えた家庭への早期対応の目標値を達成できました。支援の内
容、発達の節目で起こる諸問題等についても、家庭にとって身近な専門機関として対応しています。また保育・教育
現場へ出向き生活の中での発達支援について具体的な支援方法を現場職員と共有しながら、発達支援の開始時期、継
続、発達の節目などのニーズに応じた相談体制・家庭支援の在り方と関係機関との連携等検討する必要があります。

30年度
取組

取組内容 経費の内容 事業費(千円)
療育現場の経験を積み重ねたより専門性の高い職員の確保を図る
必要があります。
早期発達支援グループの充実と外来相談体制の見直し・連携の在
り方を実践し検討していきます。
外部機関に出向き、直接支援・連携を密にしていきます。
地域療育事業の役割を相談の在り方・成果の振り返りをし実践し
ていきます。
必要な関係機関との支援のつなぎを細やかに連携し構築します。

専門職員賃金 14,041

心理相談員報酬 1,056

感覚統合訓練謝礼 735

専門職員旅費 891

  

  

  

  

  

その他の経費 697

活動指標

指標名　(数値で表せる活動量) 単位 平成29年度
計画

平成30年度
計画

平成31年度
計画

平成32年度
計画

外来相談利用者数 人 613 613   
外来相談利用延べ人数 人 3,385 3,385   
保育園・幼稚園・学校等訪問回数 回 184 184   
〃　　　　　　　　　利用延べ人数 人 755 755   
早期療育グループ等実施回数 回 96 96   
〃　　　　　　　　　利用延べ人数 人 668 668   

30年度
予算

財源の状況(千円) 当初予算額 特定財源内訳及び補足事項
事業費　計 17,420 （県）地域療育等支援事業委託金

（そ）諸収入国庫支出金 0
県支出金 7,734
地方債 0
その他 5,200
一般財源 4,486

３ 事務事業を構成する予算科目
番
号

会
計 款 項 目

大
事
業

中
事
業

当初予算額 中事業名(科目名称)現計予算額

1    1 3 2  4  12  1 17,420
0 地域療育事業費

2          

3          

4          

5          

6          

7          
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